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オンラインヒューマンライブラリーの実践と考察

関　　 久美子

Practice and Discussion of Human Library Online

Kumiko Seki

１．は じ め に

　ヒューマンライブラリーは、「障がい１をもっていたり、人種的なマイノリティであったりすること
で人々から近づきにくいと思われたり、偏見を受けやすい立場にある人が、『本』となって30 ～ 45分程
度貸し出され、『読者』は１対１で、あるいは１対数人でその『本』の語りに耳を傾け、対話がなされ
るという特別な『図書館』（イベント）である」（横田2012, p. 155）。「図書館」という仮想空間で多様
な価値観や属性を持つ人が「本」となり自己のライフストーリー、生きづらさ、想いや考えを自由に語り、
参加者は「読者」となりその「本」と自由に対話をする。この対話を「読書」と呼ぶ。心のバリアを溶
かし、偏見を低減することや、多様性に寛容な心を育てる等の実践的な試みとして各地で開催されてい
る（坪井 2017, p. 65）。筆者の所属する新潟青陵大学・新潟青陵大学短期大学部社会貢献センター（以下：
新潟青陵大学・短期大学部社会連携センター）では「ふわりとつつむ」をテーマに地域の多文化共生を
目指し、さまざまな障害やセクシャルマイノリティなどに焦点を当て「インクルージョン講座」を開催
してきたが、その講座のひとつとして2018年からこのヒューマンライブラリーを開催している。2019年
には、「天皇陛下御即位記念　第34回国民文化祭・にいがた2019、第19回全国障害者芸術・文化祭にい
がた大会２障害者芸術・文化事業」の一企画としてヒューマンライブラリー新潟実行委会（新潟青陵大
学・短期大学部社会連携センター／新潟医療福祉大学シティズンシップ教育実践研究センター）が実施
主体となり「ニイガタヒューマンライブラリー 2019」を新潟市では本学を会場に、また新発田市でも
開催した。この２年間、本学で開催されたヒューマンライブラリーだけでも、のべ約40名が「本」とし
て、そして200名以上が「読者」として参加している。
　過去２回のヒューマンライブラリー開催を踏まえ、アクセシビリティーの工夫、情報保障の確保と
いったソフト面でのバリアフリーの強化、また「対話」の質の向上など今後への課題が明らかにされ（関

１ 「障がい」「障害」の表記に関しては様々な見解によって議論がなされるが、本稿では原則その言葉を使用した者が記
した表記に従い、それ以外は「障害」の表記を使用する。

２ 天皇陛下御即位記念　第34回国民文化祭・にいがた2019、第19回全国障害者芸術・文化祭にいがた大会開催概要
　　（pref.niigata.lg.jp/site/bunkashinko/1356867183480.html）
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2020, p125-127.）、2020年はそれらの課題への挑戦の年でもあった。しかし同年１月に初めて国内で感
染が確認された新型コロナウイルスはその後も猛威を奮い４月には全国に緊急事態宣言が発令され、５
月に宣言は解除されたが、「新しい生活様式」のもとソーシャルシスタンシングが推奨され、人の物理
的な移動や接触が制限される社会となった。「本」と「読者」が対面で「対話」することがこのイベン
トでの真価であるにもかかわらず、その「対話」が難しい状況に陥り、従来通りのヒューマンライブラリー
の開催が難しい状況となった。しかし新型コロナウイルスという未知のものに対する恐怖やソーシャル
ディスタンシングでもたらされた人々の孤立感やストレス、そのような人々の感情が社会をより不安定
にし、さらなる偏見や差別を生み出すのではないか。社会における不確実性が高まる今だからこそ、互
いに繋がり互いを理解するための「対話」を絶やしてはいけないのではないかと筆者は考えた。すでに
東京ヒューマンライブラリー協会３、青森県のJinzai-Japan４、ヒューマンライブラリー Nagasaki５など
が実験的に小規模でのオンライン上のヒューマンライブラリーを実施しており、それらを参考に、2020
年11月８日（日）に「ニイガタヒューマンライブラリー＠SEIRYO ～あなたを知ってわたしを知りたい～」
と題して、第3回目となるヒューマンライブラリーをZoom Video Communicationsが提供するWeb会議
サービスZoomを利用したオンライン形式で本学でも開催することとなった。本稿ではその実施報告と
オンラインという環境でのヒューマンライブラリーにおける考察を主たる目的とする。なお、これ以降、
ヒューマンライブラリーでの語り手を「本」、参加者を「読者」とする。

２．ヒューマンライブラリー 2020実践報告

2－1．ヒューマンライブラリー学生司書プロジェクト

　「司書」とはヒューマンライブラリーを企画・運営する「主催者」のことである。新潟青陵大学・短
期大学部でのヒューマンライブラリーの実施主体は同大学の社会連携センターであるが、実質の準備・
運営を担う「学生司書プロジェクト」６を一昨年、昨年に引き続き立ち上げた。今年度は大学院臨床心
理研究科から１名、大学看護学部から１名、大学福祉心理学部から４名、短大人間総合学科から16名（内、
筆者ゼミ生15名）、短大幼児教育学科から１名の計23名がこのプロジェクトに参加した。
　「司書」が「本」の最初の理解者になることは、「本への共感性をはぐくみ偏見をなくす」というヒュー
マンライブラリーの目的を達成するためには不可欠である（坪井、2021, p. 79）。この「学生司書プロジェ
クト」において、準備段階で学生司書に求められることは、「本」を理解し、「本」との信頼関係を深め
ることである。まず７月から８月にかけて毎週水曜日に実際にヒューマンライブラリーで「本」になっ
ていただく方１～２名を迎えて、オンラインでの勉強会を行った。学生司書はこの勉強会を通して、の
ちに自分の担当する「本」以外の方の話も聴き、社会に共存する多様な人々の存在を知ると同時に、そ
の属性について学ぶことができた。またヒューマンライブラリー本番に向けて「本」にとってはZoom
の雰囲気に慣れ、操作方法などを確認するリハーサルの機能も果たした。７月16日には前述の東京ヒュー
マンライブラリー協会、青森Jinzai-Japan主催のオンラインライブラーでPC管理を担当された中林勇人
氏（日本ヒューマンライブラリー学会）を講師に迎え、オンライン開催に向けての準備や留意点などに
ついてレクチャーしていただいた。勉強会の詳細は以下の通りである。

３ https://www.tokyo-humanlibrary.com/
４ https://www.jinzai-japan.com/
５ https://www.facebook.com/hlnagasaki
６ 2020年度新潟青陵大学短期大学部学長教育改革助成金事業として採択
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　加えて、学生司書は９月からの夏休みを利用し、オンラインで各自担当する「本」と会い、「本」を
紹介するための「あらすじ」を作成した。「あらすじ」はタイトル、「本」の属性を表すハッシュタグ、「本」
を紹介するあらすじ本文、そして担当した学生司書からのコメントで構成される。あらすじ本文は「本」
が語るライフストーリーを学生司書が自分の言葉で再構築する。またコメントでは「本」の持つ属性や

「本」自身に対する学生司書の主観的かつ素直な想いが語られ、また「読者」へ向けてのアピールポイ
ントなども加えられる。これらの活動を通して学生司書の「本」に対するより深い理解が促進され、ま
た人々の多様な生き方に対する共感を高めることができると考える（関他、2019，p. 40）。このあらす
じはのちに本学社会連携センターのホームページで公開されている７。
　
2－2．オンラインヒューマンライブラリー開催までの準備

　オンラインでのヒューマンライブラリーの開催は従来の対面型とは異なり、本番までの準備段階に労
力と時間を要する。本来ヒューマンライブラリーは予約不要でふらりと立ち寄ることもできる敷居の低
いイベントとしてデザインされているが、オンラインでは完全予約制の方式を採用した。今回「本」と
しての16名の多様な属性をもつ方たちが参加して下さったが、次ページの通り、この16名の「本」を２
名ずつ組み合わせて８つのブロックに配置、「読者」には希望のブロックをイベント管理・チケット販
売サイトPeatix（ピーティクス）を通して予約してもらった。
　このシステムでは「読者」は必然的に２名の「本」と対話をすることになる。各ブロックに主催者側
が意図的に属性の異なる「本」を設置することで、「読者」はともすると一方の本来興味のない「本」
とも対話をすることになる。これは従来型のヒューマンライブラリーで起こり得る「偶然の出会い」の
再現である。ヒューマンライブラリーでは会場に多様な「本」を用意することで、「読者」が偶然に目
にした「本」と対話する機会を故意的に作り出している。「読者」にとってはその偶然の出会いを通し
て新しい世界に触れることで、社会に存在する多様な属性・価値観への理解やそれらに対する感受性が
高められると考える。オンラインでは属性の違う「本」をあらかじめペアにすることで半ば強引に「偶
然の出会い」を実現させた。また、対面式のヒューマンライブラリーでは「本」１名に対して「読者」
は多くて５名までであったが、オンラインの特性を考慮し３名までと少人数に設定した。

７ http://www.n-seiryo.ac.jp/cms/wp-content/themes/seiryo/images/page/extension/ec/2020_kouki_synopsis.pdf
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　「読者」はオンライン上で希望のブロックの申し込みを行うと、本学社会連携センターからGoogle
フォームを利用した「同意書」のURLが送られ、その内容に同意し返送することで、当日のオンライ
ンヒューマンライブラリー参加用のZoomのURLとパスワードがメールで送られる。「同意書」は「本」
を守るため、安全で安心な対話の環境を確保するために「読者」に提出してもらうものであるが、この

「同意書」の有無が真の「対話」を妨げる原因の一つではないかという議論は関（2020, p. 126）他、ヒュー
マンライブラリー実践者の中で継続的になされている。「同意書」には「『本』を意図的に傷つけてはい
けない」という文言が含まれるが、これが「読者」に制約を課し、対話への積極的な参加を躊躇させる
可能性もあるのではないか。2020年11月に青森で行われた従来型の対面でのヒューマンライブラリー８

は敢えて「読者」にこの「同意書」の提出を求めずに開催された。しかし今回はオンラインという特殊
な状況下において、スクリーンショット撮影、対話の録画や録音などが安易に可能になることから、「本」

８ 青森県Jinzai-Japanの主催でカフェを会場に有料参加という新しい試みでヒューマンライブラリーが開催された。
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のプライバシーをより厳密に確保するためにも「同意書」の提出を参加条件とした。「同意書」では前
述の通り、「故意に『本』を傷つけない」こと、撮影・録音の禁止に加え、原則カメラをオンの状態で
の参加、申込した「読者」以外の同席者の禁止（介助者等はのぞく）、Zoom参加のためのURLを他者
へ譲渡することの禁止などを盛り込んだ。また「本」を守るためだけではなく「読者」を守るという意
味で、「読者」の対話からの退席も自由である旨も「同意書」を通して周知した。

2－3．オンラインヒューマンライブラリー開催（当日の流れ）

　2020年11月８日（日）「ニイガタヒューマンライブラリー＠SEIRYO ～あなたを知ってわたしを知り
たい～」９の本番を迎えた。当日はZoomのミーティングルームを４つ開き、各ミーティング内にブロッ
クを２つずつ設置した。すなわち「本」役４名、「読者」最大12名（各「本」に対して「読者」が３名まで）
がそれぞれのミーティングルームに参加することになる。加えて各「本」を担当する学生司書が４名、ミー
ティングルーム全体をまとめる学生司書（以下：学生ファシリテーター）１名、PC管理者10 １名の合
計22名が参加するミーティングルームを４つ同時に展開することで、「本」16名、「読者」40名という大
規模なオンラインヒューマンライブラリーを実現させた。
　各Zoomミーティングルーム内の流れは次の通りである。当日は13時開始であったが30分前からZoom
ミーティングを開始し、Zoom操作に慣れない参加者への準備時間とした。13時、学生ファシリテーター
による導入のあと、PC管理者によってミーティングルーム内に対話の部屋として４つのブレイクアウ
トルームが作られ、予約申し込みに基づいて「本」、「司書」、「読者」が割り振られる。対話は１回30分
とし、所定の時間にそれぞれのブレイクアウトルームに移動、１回目の対話が終了すると、「本」と「司
書」のみメインルームに戻る。このメインルームが従来のヒューマンライブラリーの「書庫」（「本」の
休憩所）としての機能を果たす。10分間の休憩を挟んでPC管理者が「本」と「司書」を入れ替えるか
たちで２回目の対話が始まる。終了後は参加者全員がメインルームに戻り終了となる。その後、希望者
のみで別のZoomミーティングに移動し振り返り会を行った【図１】。

９ 本学でのオンラインヒューマンライブラリー当日の様子はBSN新潟、NHK新潟の番組内で紹介された。
10 PC管理者はにはZoomの操作に精通した者として、筆者を含む社会連携センターの教職員３名、オンラインヒューマ

ンライブラリー開催にあたりアドバイザーとして協力いただいた日本コミュニケーション学会の中林勇人氏１名の４
名があたった。PC管理者はZoomの有料アカウントを利用して安定した作業を行うため有線のコンピュータを利用した。

図１
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2－4．学生司書の役割

　当日、学生司書は大学に集合し、各Zoomのミーティングごとに大教室に分かれ、ソーシャルディス
タンシングを保ちながら運営にあたった【写真１】【写真２】。オンラインヒューマンライブラリーでは「司
書」の役割が要となる。Zoomのブレイクアウトルームという閉鎖的な空間で初対面同士の「本」と「読
者」の対話を円滑に進めるための雰囲気づくりや、時として対話をファシリテートする役割も必要とな
る。学生司書の大半はオンラインでのヒューマンライブラリーはもとより、従来型の対面式でのヒュー
マンライブラリーの経験すらなく、本番まで多様な場面を想定してシミュレーションを重ねたとは言え
かなりの緊張を要するものだったと伺える。
　まずファシリテーター役の学生司書はZoomミーティングのメインルームでの進行が主な仕事となる。
ミーティングルームに随意入室してくる「読者」への声がけや、画面に表示される名前の変更のお願い、
必要であればその操作方法の指導の他、導入として簡単なヒューマンライブラリーの紹介、「同意書」
の確認、すべての対話終了後にはまとめの挨拶などを行う。また「本」を担当する学生司書は「本」と
ともにブレイクアウトルームに参加、基本カメラ・マイクをオフにしてその場の様子を確認しながら安
全な対話環境の確保に努めるが、対話が滞った時などは進行役として対話を促進する役割を果たさなけ
ればならない。学生は遠隔授業を通してZoomの操作的なことには十分に慣れているが、自分主導でそ
こに参加する者同士のインタラクションを促すような経験はおそらくどの学生司書にとっても初めての
経験であった。ブレイクアウトルームという「密室」で対話が問題なく進行するかどうかは、最終的に
は担当する各学生司書に委ねられるが、結果、苦戦する中も無事にその役目を果たしてくれたと考える。

2－5．振り返り会

　振り返り会とはそれぞれがヒューマンライブラリーでの体験を通して感じたことを他の参加者と共有
する機会である。それぞれの対話空間でそれぞれが得た新たな気づきを参加者全員で語り合うことに
よって、自分の個人体験世界が、参加者全員の体験世界として共有される（坪井、2021，p. 56）。青陵大学・
短期大学部で開催されたヒューマンライブラリーにおいてこの振り返り会が実施されるのは初めでであ
るが、今回はヒューマンライブラリー終了後、「本」「読者」「司書」の全体の参加者うち有志50名ほど
がこの振り返り会に参加した。ディスカッションクエスチョンとして①ヒューマンライブラリーを通し
て何を得たか、②ヒューマンライブラリーで得た経験を今後どう生かしていくかという２つテーマのも
と、ブレイクアウトルームで４～５人で話し合ってもらい、その後メインルームでグループごとの意見
を全員で共有した。

写真１ 写真２
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３．オンラインヒューマンライブラリーにおける考察（アンケート結果から）

3－1．オンラインヒューマンライブラリーのメリットとデメリット

　「本」「読者」「司書」から回答してもらったアンケート結果をもとに、まずはオンラインヒューマン
ライブラリーのメリットとデメリットについて整理したい。
　メリットとして最初にあげられたのは「参加のしやすさ」である。コンピュータやタブレット等の機
器がありWi-Fi環境が整っていれば、国内・国外問わずどこからでも気軽に参加することができる。会
場までの往来の必要がない分、時間の制約も軽くなる。身体的な障害のために物理的な移動が難しい場
合や、心の病等で外出が困難な参加者にとってもオンラインであれば自室から参加することが可能であ
る。そして自室からの参加ゆえリラックスできたという意見もあった。例えば本や写真、小物など「そ
ういえばこんなものがあった」と部屋にあるアイテムを見せながら対話できるのは、従来のヒューマン
ライブラリーにはない別のライブ感がある。
　次にあげられたのが「全国の人々と繋がることの喜びを感じられる」という点である。実際に今回の
ヒューマンライブラリーでは「本」の16名のうち３名が、そして「読者」の40名中半数が県外からの参
加であった。振り返り会でも「もっと全国の人と繋がる機会が欲しい」という意見もあったほどで、多
様性の理解と共有といった共通した志を持つ人々が全国から集まるその場は、例え初対面同士がほとん
どであっても独特な高揚感と安心感を体験することができる。
　そして、「少人数での親密感」を得られるという意見もあった。対面式のヒューマンライブラリーで
は「本」に対して「読者」５名までとしている。一方オンラインヒューマンライブラリーでは参加者が
多くなればなるほど発話のタイミングが難しくなるため、またスクリーンに映し出される各参加者の画
面の大きさを考慮し、「読者」は多くて３名と設定した。加えて、ブレイクアウトルームという閉鎖的
な空間が、外界の情報から一切遮断された良い意味での密な空間を作り上げていたのではと考える。
　一方デメリットとして、前述した「発話のタイミングの難しさ」があげられた。オンラインの機能上、
複数が同時に発話をすると聞き取りづらくなる。参加者AとBが話している一方でCとDが話すといった
クロストークもできない。W-Fi環境によっては音声が途切れたり遅延が発生したり画面が固まってし
まうこともある。またZoom操作に不慣れな場合は対話に集中することも難しいであろう。これらのこ
とから自由な発言が躊躇され対話のダイナミズムが生まれにくくなる。対話は重なっていくことでそこ
に気づきや新たな疑問が生じ深みを増していくが、オンラインでは対話の重なりというより、どちらか
と言うと一問一答のような断片的なインタラクションになってしまうことは否めない。さらに、これら
のことに余計な時間が費やされ、純粋に対話に費やされる時間が短くなり、30分という時間では不十分
だと感じた参加者も複数見られた。
　次にあげられたのが「相手の体温が感じられない」といった意見であった。また特に発達障害の属性
を持つ参加者にとっては画面越しでは相手の表情を読み取りづらいという。オンラインでは相手の微妙
な表情の変化や場の雰囲気を感じとり、互いの反応や理解の度合いを推測しながら対話を進めること
は難しい。五感での交流ができず、参加者心理に働く規範的束縛力や信頼感の醸成が生まれにくくな
る。その結果「本」と「読者」間の繊細な感情交流に限界が生じる（坪井、2021，p. 196）ことは否めず、
相互作用から生まれるはずの共感・受容・普遍化も制限される。今回のオンラインヒューマンライブラ
リーにおいて「読者」の多くが対話を通して何かしらの気づきや変化を感じたことはアンケート記述を
見ても明らかではあるが、対面式のヒューマンライブラリーから得られるそれらとは質的・量的にどの
程度差異が認められるのかは新たな研究テーマとして非常に興味深いところである。
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3－2．今後に向けた留意点

　次に、今後オンラインでヒューマンラブラリーを開催するにあたっての留意点を以下にまとめる。
　一つ目は「オンラインの『対話』のルールの共有」である。本来自然発生的に発話が生まれ、それが
重なり合って対話が自由に発展していくことが望ましく、そのような対話がオンラインでも再現される
ことを期待していたが、機能上同時発話に限界があり、また初対面同士が参加する場合は特に難しいこ
とが分かった。さらに言語的・非言語的フィードバックが伝わりづらいのも確かである。そうであれ
ば、「司書」が司会進行役を務める、挙手をしてから発言する、さらにはフィードバックとして大きく
頷いてみる、機能としてある反応のボタンを押してみるなど、機械的ではあるがそのようなルールを作
り、最初に参加者で共有することで参加者も発話もしやすく対話もよりスムースに進むのではないか。
ヒューマンライブラリー実践者としては、従来型のヒューマンライブラリーのダイナミズムを可能な限
りオンライン上でも再現したいと考えてしまうかもしれないが、むしろ画一的な方法を取ることでオン
ラインでの対話を最大限に促進させられるのではと考える。
　次は「導入の工夫・緊張緩和の工夫」である。今回はオンラインでのヒューマンライブラリーという
ことで、ある程度ヒューマンライブラリーに関して予備知識がある、または参加経験がある「読者」が
多いのではと予測していたが、意外にもそして喜ばしいことに、そうでない「読者」の参加も見られた。
次にオンラインで開催する時には、そういった「読者」に対して、「本」との対話に入る前に、ヒュー
マンライブラリーの始まりや歴史、その意義や効果についてなどを紹介する導入的なセッションを設け
ることで、より理解が深まり「対話」に参加する準備が整うのではないかと考える。またこれは「読者」
に限らず「本」も含めて、従来の対面式のヒューマンライブラリーと比較し、オンラインという特殊な
状況では緊張の度合いも異なるであろう。学生司書には参加者の緊張を解すようになるべく声がけをす
るよう指導していたが、学生司書にとってもそれは難易度の高いタスクである。コロナ渦でオンライン
でのコミュニケーションが一般化してきている中、オンライン上でできるアイスブレーキングを紹介す
るサイトも多数ある。アイスブレーキングであれば学生司書の主導で行える。そのようなアイデアを積
極的に導入することで緊張緩和、雰囲気作り繋げていくことが可能であろう。
　最後は「『本』と『司書』の信頼関係」についてである。アンケートでは、多くの学生司書が「本」
と信頼関係を築くことの重要性に言及していた。信頼関係を築くことで対話をよりスムースにファシリ
テートできたはずであるという反省の声も見られた。今回は「本」を招いた勉強会も、「あらすじ」作
りのための「本」へのインタビューもすべてオンラインで行い、「本」と対面することは一度も叶わなかっ
た。そのような状況で「本」との十分な信頼関係が築けなかったと感じる学生もいたのであろう。これ
は不可抗力であり学生の責任ではない。ただ学生司書を指導する立場として、「本」との信頼関係の重
要性に関しては今後も学生に十分に伝え指導していかなければならい。次回ももし「本」と対面するこ
とができない状態であれば、他にどのような方法で「本」との関係性を築いていけるか、これは学生と
ともに考えていきたい。

４．お わ り に

 　新型コロナウイルス終息の兆しが見えない今、今後オンラインでのヒューマンライブラリーは全国
でも積極的に開催されることが予想される。オンラインヒューマンライブラリーにはメリットとデメ
リットがあるが、そのメリットを最大限に活用し、デメリットをいかに克服していけるか引き続き検討
していきたい。そして最大のメリットとして、どこからでも参加できる点があげられたが、2020年11月
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世田谷オンラインヒューマンライブラリー（東京ヒューマンライブラリー協会）、2021年２月「ながさ
き・愛の映画祭」の一環として行われたオンラインヒューマンライブラリー（ヒューマンライブラリー
Nagasaki）などではより積極的に多様な地域から「本」「司書」を募り開催されており11、今後も地域
を超えた繋がりを見せていくであろう。また、身体的・社会的障害がある人でも参加が可能という点も
あげられたが、これは非常に重要な視点である。オンラインヒューマンライブラリーはコロナ渦におけ
る従来型の対面式ヒューマンライブラリーの代替案では決してなく、むしろそういった人々が社会と繋
がり社会に発信していける場として積極的に活用していくべきである。そういった点から、新型コロナ
ウイルスが終息し対面式のヒューマンライブラリーの開催が可能になったとしても、オンラインヒュー
マンライブラリーはそれと並行して継続していく価値があるものと考える。

11 新潟からも世田谷オンラインヒューマンライブラリーには「本」１名、「司書」１名、「ながさき・愛の映画祭」オン
ラインヒューマンライブラリーにも同じく「本」１名、「司書」１名が参加した。
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